
令和 8 年度 三原市生活支援体制整備事業 計画 

― 孤立せず，選択肢をもち， 自立
  （※）

した暮らしが継続できる地域づくり ― 

 

三原市は，「つながり，支え合い，安心して暮らせる 地域を育む共生のまち みは

ら」を基本理念に，地域福祉の推進を通じて地域共生社会の実現を目指しています（第 

4 期三原市地域福祉計画：令和 6 年度〜令和 11 年度）。 

目指す地域共生社会とは，住民一人ひとりが思いやりをもってつながり，住民・地

域・団体・行政など多様な担い手がそれぞれの役割を活かしながら支え合い，誰もが

孤独や孤立を感じることなく，住み慣れた地域で暮らし続けられる社会です。 

 

生活の中で，ちょっとした困りごとや不安を抱えたとき，「相談できる人がいる」

「選べる支えがある」ことは、地域で暮らし続けるための大きな力になります。 

三原市生活支援体制整備事業（以下「本事業」）では，協議体（地域福祉ネットワー

ク会議）を基盤に，地域住民と福祉の専門機関が顔の見える関係で話し合い，地域の

実情に応じた支え合いの仕組みづくりを進めてきました。 

令和 8 年度においても、これまでの取り組みを大切にしながら協議体を中心に， 

「活動をつくろう」「活動に参加しよう」「地域を知ろう」「気にかけ，支え合おう」 

の 4 つを柱として，住民主体の活動づくりや人材育成，介護予防の取り組みを進め，困

りごとや不安があっても一人で抱え込むことなく、地域の中で支え合いながら安心して

暮らしを続けられる地域づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）本計画での「自立」とは，多様な支援を受けながら自己決定に基づいて主体的に生活

を営み、その能力を活用して生活・社会活動に参加することを指します。 

「孤立せず，選択肢をもち，自立した暮らしが継続できる地域づくり」 

すすめるための基盤と柱 

【基盤】話し合おう（P.2） 

【柱１】地域を知ろう（P.3） 

【柱２】活動に参加しよう（P.5） 

【柱３】活動をつくろう（P.7） 

【柱 4】気にかけ，支え合おう（P.9） 



「孤立せず，選択肢をもち，自立した暮らしが継続できる地域づくり」 

事業の全体像 

地域生活を継続するための社会資源のあり方は，地域によって多様です。そのため，第１層

〜第３層協議体では地域ごとの生活課題に合わせて話し合い，あったら良い取り組みを考えま

す。 

一方，近年は近隣関係の希薄化から住民の困りごとが見えにくい状況があります。 

本事業では，地域生活の選択肢を増やす取り組みと併せて，生活課題・地域課題が見える取

り組みを推進し，地域生活で困りごとを抱える高齢者へのインフォーマル資源のコーディネー

トを含む，地域生活が安心して継続できる地域づくりの実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１層 

市全域 

第３層 

基礎住民組織等の小地域 

市全域での課題について検討，評価する場 

「制度化した方が良いものはないだろうか」 
・三原市全域に対するサービスの開発  

・２層圏域で地域づくりを進めるための環境整備 

・縦割りの機関に横串を通す役割 

民 児 連 ， ボラ ン テ
ィ ア 連 絡 協議 会 ，
高 齢 者 相 談セ ン タ

ー ， 二 層 協議 体 ，
社 会 福 祉 法人 連 絡
協 議 会 ， ケア マ ネ

協 ， 学 識 経験 者 ，
社協，市 

学校区ごとに協議し、共有する場 

「地域をなんとかしたい」 

「第３層を応援するために知恵をだそう」 
・人財育成（研修会、視察など）・地域住民と専門職の連携の場  

・２層圏域内のニーズの把握、共有や連携 ・3 層の活動支援 

連合町内会、

民生委員、高

齢者相談セン

ター、事業

所、社協、市 

等 

実際の活動の場 
「できる人ができる範囲で」 
・困りごとの抽出（ニーズ把握）  

・一緒に活動する仲間を集める  

・交流、支え合い活動の実施 

基礎住民組織、住

民有志、NPO、事

業所、社会福祉法

人 等  

※顔の見える範囲 

バックアップ 

バックアップ 

第２層 

小・中学校区 

連合町内会、自治振興区等 
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4.気にかけ，支え合おう・小地域福祉ネットワーク 

・社協包括連絡会議 

3.活動をつくろう ・サロン，見守り，生活支援 

           ・政策提言 

1.地域を知ろう ・みんなの福祉活動一覧表 

          ・食の資源マップ 

          ・福祉専門職の出前講座一覧

表 

 

地域生活の選択肢が 

増える事業 

※目的達成に向けたエンジン 

【基盤】話し合おう（協議体） 

個別課題・地域課題が

見える事業 

2.活動に参加しよう・三原市生活支え合いサポーター養成講座 

・生活支え合い活動者フォローアップ講座 

ボトムアップ 

ボトムアップ 

協議体の役割 



計画の基盤 話し合おう（地域福祉ネットワーク会議） 

 

 

 

 

第１層（市全域） 

・第２層の地域課題や，支え合い活動を知り，三原市地域包括ケアシステム構築を進める環境

整備をする。 

・市全域に必要な新たな社会資源を考え，政策提言する。 

取り組み 

生活支援体制整備協議体（第１層）の実施 など 

 

第２層（小中学校区） 

・住民の生活課題を知り，地域にあったら良い社会資源（福祉学習，集い，見守り，生活支援

など）を考え，第３層に拡げる。 

・今ある社会資源では解決できない地域課題を第１層へボトムアップする。 

取り組み 

地域福祉ネットワーク会議の実施，地域ケア会議との協働 

地域福祉懇談会，サロン交流会の実施 

 

第３層（基礎自治組織） 

・生活課題への支え合いを考える小地域福祉ネットワーク（※）の実施。 

・校区内の自治組織や，専門機関が地域福祉ネットワーク会議（第２層）へ参加する。 

取り組み 

サロン運営会議や見守り活動連絡会議，自治会座談会 など 

 

（※）小地域福祉ネットワーク…自治組織や民生委員児童委員，ボランティア活動者などが身

近な地域の福祉を話し合い，専門機関と相談しあえる関係。 

 

 

 

 

 

『地域生活の困りごとを知り，困りごとの解消に向けて話し合う， 

地域づくりのエンジン。』 

生活支援体制整備協議体での意見 

⚫ 地域課題に合わせて，話し合いの場の役割分担ができると良い。 

⚫ 活動づくりや，運営について話すには，第３層〜小地域での協議が重要。 



計画の柱 1 地域を知ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 R５年度 R6 年度 R7 年度 

掲載業所数  ３５ ４０ ４０ 

出前講座回数   ６４ ６５ ６３ 

（下記）食の資源マップ掲載店舗アンケート調査 

社会資源マップの作成（第１層） 

 

『地域にある社会資源を知り，暮らしかたの選択肢を増やす。』 

※R7 年度は，R7 年 4 月〜12 月末の実績 

福祉専門職の出前講座一覧表の実績 

（三原市社協調整分のみ） 

（上記）みんなのふくし活動一覧表 （上記）食の資源マップ 

・利用者のうち，みんなの福祉活動一覧表

（87％），食の資源マップ（91％）が，参

加・利用しやすいと回答。 

（意見） 

・地域の活動がまとめてあって助かる。 

・見守りしながらお弁当を配達してくれて

助かる。 

・配達困難地域がある。  など 

（上記）福祉専門職によるサロンでの出前講座の様子 

はい

87%

いいえ

13%

みんなの福祉活動一覧表を見て，活動の紹介や参加がしやすくなりましたか？ 



  本事業において，令和６年度に受付けた個別相談のうち，82 件をサロンや生活支

援活動などのインフォーマルな社会資源につないでいます。また，資源マップの活用

に関するアンケート調査では，約９割が「社会資源を活用しやすくなった」と回答

しています。 

  令和８年度も，インフォーマル資源の情報発信と，高齢者や相談窓口による活用

を促進し，地域生活の選択ができる地域づくりを進めます。 

 

第１層（全市域）※生活支援体制整備協議体の役割 

・地域福祉活動や，多様な主体の取り組み（公的福祉サービス以外）の社会資源マップを作成

する。 

取り組み 

みんなのふくし活動一覧表・食の資源マップ・福祉専門職の出前講座一覧表の更新 

出前講座（実施事業者，活用地域）の効果測定 

 

第２層（小中学校区）※地域福祉ネットワーク会議の役割 

・社会資源マップの周知や，活用を促進する。 

・校区内の地域福祉の状況を，住民や関係機関に周知する。 

取り組み 

地域福祉ネットワーク会議の取り組みを情報発信する 

 

第３層（基礎自治組織） 

・地域にある社会資源を知り，暮らしの選択肢をもつ。 

 取り組み 

  社会資源マップの活用や，公的福祉サービス以外への参加や活用 

  出前講座に参加し，困りごとの相談窓口を知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左記） 

サロンで生協を利用し買い物する，

サロン参加者（深小学校区） 

 

生活支援体制整備協議体での意見 

⚫ 公的サービスだけでは解消できない課題はあり，民間サービスの情報がま

とめてあると助かる。 

⚫ 困っていても相談窓口がわからない人が多い。 



計画の柱 2 活動に参加しよう 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して活動できる取り組み。 

（左記） 

R7 年度は「聴こえ」を理解して，

コミュニケーションが取りやすく

なるための，生活支え合い活動者

フォローアップ講座の開催。 

活動参加へのきっかけづくり。 

『支え合う地域の基礎は人。 

活動を理解し参加へのきっかけづくり。』 

 

（左記） 

R7 年度は，移動支援活動を検討して

いるボランティア向けに，生活支え合

いサポーター養成講座を企画。 



 多くの地域福祉ネットワーク会議では「人材不足」の課題に悩んでいます。一方で，住民活

動に参加している人からは，生きがいや楽しさを感じる声を聞きます。本事業では，住民活動

の大切さを啓発し，地域づくりの理解を拡げ，活動参加のきっかけづくりに取り組みます。 

 また，活動を始めている住民には，活動上の不安を軽減するスキルアップ講座を開催し，安

心して活動出来る環境整備を行います。 

 

第１層（全市域） ※生活支援体制整備協議体の役割 

・活動へ参加するきっかけづくりと，活動者同士が交流し活動が活性する講座を開催する。 

取り組み 

生活支え合いサポーター養成講座，生活支え合い活動者フォローアップ講座 

 

第２層（小中学校区） ※地域福祉ネットワーク会議の役割 

・多様な主体や多世代が地域福祉活動に参加するきっかけづくり。 

取り組み 

地域支え合いマップづくり，福祉学習会 など 

 

第３層（基礎自治組織） 

・地域福祉活動へ参加の声掛けや，参加を希望する住民と一緒に活動する。 

・見守り活動や，支え合い活動の方法を学ぶ。 

取り組み 

  介護技術や認知症などの学習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上記）中学生と住民合同の支え合いマップ学習会（久井中学校区） 

生活支援体制整備協議体での意見 

⚫ いくつになっても活躍できて，元気で過ごせる活動者を増やしたい。 

⚫ 児童との取り組みや，協力してもらえる関係づくりがあると良い。 



計画の柱 3 活動をつくろう（社会資源の開発） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民同士がつながり，安心感が持てる地域づくり。 

身近な地域にあったら良い社会資源（支え合い）をつくる。 

『地域のみんなが互いに気にかけ合い， 

支え合う地域の資源をつくる。』 

 

（上記）出かける場所を目指した集いづくり 

    （南小学校区 皆実地域） 

（上記）要支援者の外出を叶える移動支援 

  （南小学校区 宮浦地域） 

（左記） 

もう一度住民同士が気にかけあう地

域を目指した見守り活動の立ち上

げ。（小泉小学校区） 



  インフォーマル資源が無く，社会参加する場がない，個別ケースをつなぐことが難しい地

域があります。地域福祉ネットワーク会議や社協包括連絡会議などで「この地域にあったら

良い社会資源」を話し合い，活動づくりに取り組みます。 

  近年では，住民だけで活動をつくる難しさも強く，地域の企業や福祉事業所との連携，必

要に応じて政策提言による環境整備に取り組みます。 

 

第１層（市全域）※生活支援体制整備協議体の役割 

・三原市にあったら良い社会資源を考え，地域住民・専門機関・民間企業が連携しやすい環境

整備に取り組む。 

・対面に限らない「住民同士のつながり」のあり方を考える。 

取り組み 

新たな社会資源開発に向けた政策提言  

生活支援活動団体情報交換会（仮称）  など 

 

第２層（小中学校区）※地域福祉ネットワーク会議の役割 

・地域課題に合わせて，支え合い活動づくりを考える。 

・第３層だけでは難しい支え合いを，校区内の地域が協力して取り組む。 

取り組み 

校区型のサロンや，移動支援など生活支援の仕組みづくり 

企業や，商店と連携した社会資源づくり 

他地域の取組や，活動づくりの情報を知り，第３層へつなげる 

 

第３層（基礎自治組織） 

・住民同士の支え合い活動をつくる。 

・見守りの輪を広げ，気になることを，第２層や相談窓口につなぐ。 

取り組み 

つながり・見守り・生活支援などの支え合い活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左記） 

「つながり・見守り・生活支援」 

３段階の支え合い活動推進 

生活支援体制整備協議体での意見 

⚫ 困っても「助けて」と言えない人が多い。頼みやすくなるための取組みがある

と良い。 

⚫ 住民活動が支援することのハードルを上げるのではなく，「出来る範囲の支え

合い」を進めていくことが大切。 



計画の柱 4 気にかけ，支え合おう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社協包括連絡会議での個別支援協議件数（延べ） 

年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度（12 月末） 

相談件数 324 282 260 

支え合い活動による支援件数  141 134 130 

社協包括連絡会議 

支援協議件数（R6 年度） 

282 

住民活動との 

支援連携 

134 

専門機関との 

支援連携 

162 

（左記） 

話し相手による支援 

「三原市認知症高齢者家族 

やすらぎ支援事業」 

住民活動と専門機関が連携して，支え合う 

住民だから出来る支え合い，なじみの関係づくり 

『住民や専門機関が特性をいかし，人と人とが支え合う。』 

 

社協包括連絡会議の様子 

相談の多い困りごとの種別（令和６年度） 

１，生活支援        ４，経済 

２，介護          ５，精神・メンタル 

３，住まい（ゴミ）     ６，社会的な孤立 



  令和６年度の社協包括連絡会議では，延べ 282 件の個別支援を協議しました。ニーズの多

くは生活支援や孤立の課題など，継続的な関わりや，予防的な支援を必要としています。 

住民活動による，早期発見や日常の支え合い，専門機関による支援など，課題の解消に向

けたインフォーマル・フォーマルな社会資源へのつなぎを行います。 

 

第１層（全市域） ※生活支援体制整備協議体の役割 

・住民同士や，活動と専門機関が支援連携する大切さについて関係機関に発信する。 

取り組み 

生活支援体制整備協議体構成組織や，重層的支援体制整備運営会議での情報発信 

 

 

第２層（小中学校区）※生活支援コーディネーターの役割 

・地域福祉活動や，福祉サービス単独では解決が難しい課題を，社協包括連絡会議や専門機関

と連携し支援を図る。 

取り組み 

社協包括連絡会議など 

 

 

第３層（基礎自治組織） 

・民生委員活動や地域見守り活動により，心配な住民を気に掛け，専門機関へ早期に相談する。 

・サロン活動や，支え合い活動により，身近な地域での社会参加や，困りごと支援を行う。 

・専門職の出前講座を通じて介護予防に取り組む。 

取り組み 

サロンでの社会参加や，見守り活動や生活支援活動による支え合い 

福祉専門職の出前講座の活用など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援体制整備協議体での意見 

⚫ 民生委員や包括が知る個別課題と，地域の取組がつながることが必要。 

⚫ 包括，専門職，生活支援コーディネーターの連絡会議が重要になる。 

⚫ 声が出せない人のニーズ把握が課題。「困っているのではないか？」という仮

設が大事。 



 

令和 8（2026）年度 三原市生活支援体制整備事業 計画（案） 

時期 事業 

４月  

５月  

６月 第１回生活支援体制整備協議体 

みんなのふくし活動一覧表 更新 

食の資源マップ 更新 

７月  

８月  

９月  

10 月 第２回生活支援体制整備協議体 

11 月  

12 月 生活支え合いサポーター養成講座 （２会場） 

１月 福祉専門職の出前講座一覧表 更新 

２月  

３月 第３回生活支援体制整備協議体 

生活支え合い活動者フォローアップ講座 

 


